
最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

財務省のお仕事

・財務省設置法
（～省略～）
（所管事務）
第四条 財務省は、前条第一項の任務を達成するため、次に掲げる事務をつかさどる。
（～省略～）
五十五 健全な財政の確保、国庫の適正な管理、通貨に対する信頼の維持及び外国為替の安定の

確保の任務を遂行する観点から行う金融破綻処理制度及び金融危機管理に関する企画及
び立案に関すること。

・外国為替及び外国貿易法
（～省略～）
（外国為替相場）
第七条 財務大臣は、本邦通貨の基準外国為替相場及び外国通貨の本邦通貨に対する裁定外国

為替相場を定め、これを告示するものとする。
２      財務大臣は、前項の規定により本邦通貨の基準外国為替相場を定めようとするときは、内閣の

      承認を得なければならない。
３      財務大臣は、対外支払手段の売買等所要の措置を講ずることにより、本邦通貨の外国為替

相場の安定に努めるものとする
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

日銀のお仕事
・日本銀行法
第一章 総則
（目的）
第一条 日本銀行は、我が国の中央銀行として、銀行券を発行するとともに、通貨及び金融の調節を
行うことを目的とする。

２ 日本銀行は、前項に規定するもののほか、銀行その他の金融機関の間で行われる資金決済の円滑
の確保を図り、もって信用秩序の維持に資することを目的とする。

（通貨及び金融の調節の理念）
第二条 日本銀行は、通貨及び金融の調節を行うに当たっては、物価の安定を図ることを通じて国民
経済の健全な発展に資することをもって、その理念とする。

（日本銀行の自主性の尊重及び透明性の確保）
第三条 日本銀行の通貨及び金融の調節における自主性は、尊重されなければならない。

（政府との関係）
第四条 日本銀行は、その行う通貨及び金融の調節が経済政策の一環をなすものであることを踏まえ、
それが政府の経済政策の基本方針と整合的なものとなるよう、常に政府と連絡を密にし、十分な意思疎
通を図らなければならない
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

確認！植田失言を政府・財務省・報道・市場はスルー

外国為替及び外国貿易法第7条3項
「外国為替の安定に努める」
⇒管掌任務の規定を忠実に履行する牽制姿勢に市場は注目

日銀法第2条
「物価の安定を図ることを通じて国民経済の健全な発展に資する」
⇒規定を忠実に履行する発言に市場は注目

「（７月に政策変更を行った理由は）不要な金利や為替レート
のボラティリティの上昇につながるということを、できれば前
もって抑制したいというための措置でございます。」  
（9月22日の日銀金融政策決定会合後の記者会見で）

日銀総裁が言ってはいけない法令破りの問題失言！！
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

9月下旬から10月初旬の主な円安牽制発言

「日本の円買い介入、米姿勢は『状況次第』」
（9月22日）

「米当局と日頃から綿密に意思疎通。行き過ぎた変
動に対して適切な対応をあらゆる手段を排除せず」 
（9月22日）

「為替はファンダメンタルズを反映して安定して動くこと
が重要」（9月22日）

※（9月22日は鈴木財務相、松野官房長官、植田日銀総裁も牽制発言）

「過度な変動にはあらゆる選択肢を排除せず」など
（9月26日、28日、29日、10月2日、3日、4日）

作成：岡三証券

相次ぐドル高円安牽制発言
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

全ては岸田首相の政策に沿って・・・・
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「悪い円安論」再燃に警戒⇨

新しい資本主義実現会議
（10月中に取り纏め）
①物価高対策 ②賃上げ
③国内投資促進④人口減対策
⑤地方・国土強靭化
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 作成：岡三証券
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

米雇用統計を控えた前哨戦

データ期間 予想 結果 前回改定値

2023年８月 ８８３万人 961.0万人 892.0万人

2023年7月 950万人 882.7万人 916.5万人

2023年6月 965万人 958.2万人 961.6万人

2023年5月 997万人 982.4万人 1032万人

2023年4月 944万人 1010.3万人 974.5万人
米労働省：JOLTS求人労働移動調査（JOLTS Job Openings）≒非農業部門の求人件数

データ期間 予想 結果 前回改定値

2023年9/24-9/30 20.9万件 20.7万件

2023年9/17-9/23 21.4万件 20.4万件 20.2万件

2023年9/10-9/16 22.4万件 20.1万件 22.1万件

2023年９/３-９/９ 22.5万件 21.6万件 21.7万件

2023年８/２７-９/２ 23.5万件 21.6万件 -
米労働省：新規失業保険申請件数

民間給与計算代行業
ADP社 （全米約50万
社、約2400万人の雇用
者給与データ）増減
9月予想15.2万人
⇨結果8.9万人

再就職支援チャレ
ンジャー社前年同
月比人員削減数増
減

8月266.9% 
⇨9月58.2％
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

米雇用統計10月6日金曜日21：30発表

9月失業率予想:3.7%（前回3.8％）   
9月非農業部門雇用者数予想：+16.6万人（前回18.7万人）
9月平均時給 （前月比）予想：0.3％（前回0.2％）

（前年比）予想：4.3％（前回4.3％）

ポイント

平均時給など賃金の伸びが鈍化なら労働需給の弛緩はインフレ圧力低下に

⇨米国の消費者物価指数（CPI）の先行指標

⇨最終判断は11月・12月のFOMCに反映

⇨8月の黒人失業率が7月の5.8％から5.3%に低下

※人種別雇用動態は来年の米大統領選挙に影響
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

円安抑制は介入（為替・金利）が手っ取り早い
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